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( 1 ) 
-46ー 住居学
方法
1 被実験者 正常筋肉をもっ右効きの健康な男子1名.22才， 某
第 1!衰 被実験者身体表 (昭38.5.10倹査)
(1立立の盛勢)身 長 168 cm m伸びの姿勢)頭のおiさ
府の高さ 142 手を指あげたときの中先治i認さ
肘のjQjさ 104 (そ の 他)お 巾
中指光協の~.:jさ 60 体 重
手のを中tあ智光げ線たEと:iきさ 210 胸 囲
.eIi 高
股 下 7 7 脊 柱
膝の iui さ 4 8 胸 郭







































( 2 ) 





























D " 右仮n " 
E 上半身を右側』ζ{iJして述する領域














K 上半身を後方 H 
L 上半身を後方に倒して速する領成
M " 且つ府関節を廻旋して述ーする領域







とえば， 前方にある物をとるために， 肘の屈1;迎fi)Jをするときには， 体全体のバランスをとるため



































( 4 ) 
i諸国・三宅・中必・高総立位動作の妥勢と筋活動









































(. 6...10.....・H ・..…...・H ・..・・・
•. l...15・……..…....・H ・-……ー ・一 ・ー ・ー
1. 16-20・H ・H ・....…………ー ・・・一・・-
v. 21...25・………・・..・H ・-……一×一× 一x-
". 26-..30・H ・H ・.....・H ・.・H ・-D，_-D，_ー ムー
第 3表
" |守|守 “官. ， . .，. -・" ・官|きl電 ':1. 舗官 U 圃
'! ': l' 1.‘ -・ ‘' 
l置|曹" .1哲
|官 喧曹 1. " 官官
• 1官~値. ~ ， 1 • 
。|曹|冒 • 1 '! 





l曹 . ‘ • 
l曹 、 1.‘ . 
|菅 '‘ 
前 1-，-附 . '‘ 
聞 l笠 . ， . . "“ . ， ，‘葺 I喧‘量 a‘』・ .，. '‘凶 .，. 鍋嶋 凶A “ a‘ 
l宝L.， AI" 4‘ .，. 4‘ 
50 |宝 A A 
4f> |喧 A A .、，. ~ '‘ d・砲 A a‘ .、"
轟 ~ I ~ a“・‘ ..I~ |骨 |会 ~ I : '‘ '‘ 世
憧 ~ I ~ I ~ 官官官~ I ~色 :1: 員 t ~ I ~ 拠 骨 2
ZCI 
、・10 ??????-50 ?畠縄問節低















































( 6 ) 
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x (第6図) ltK4Y空〈|第7右図〉ヒキ摺~き| 右 | 右
80 。 210 。
70 。 40 6 2∞ 。
ω 。 190 。
50 。 180 。
40 。 30 22 170 。
1ω 。
30 。 150 。
20 。 140 1 
10 11 20 48 130 10 。 16 120 18 
-10 27 110 20 
-20 30 10 71 1∞ 20 
-30 21 90 21 
-40 19 80 18 
-50 13 70 8 
-60 5 ω 4 
-70 。 日 7 
-80 。 40 6 
-90 。 30 6 
-1ω 。 20 4 


















( 7 ) 
われるためである。
- 52ー {主 居 学
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100ト i/ 包+危 の個
数
正1.....1 子主圃







50 100 140 図
筋活動度Oの作業点の個数
第5表 筋活動皮0の作業点個数(脊柱起立筋)
x (第9図) z (第11図)
制。。
ょ」号数1右| 左よ坦数|右|左 よ坦~， 右 | 左
il、

























69 14 30 
74 15 
71 29 
68 39 20 
ω 40 
66 44 










( 8 ) 
210 28 43 
201 126 200 35 47 
190 44 51 
180 46 55 
196 150 170 49 55 
1ω 49 51 
150 50 49 
217 185 140 49 49 
130 49 52 
ロ0 48 52 
280 231 110 44 50 
100 41 44 
90 40 41 
80 38 32 
70 33 13 









ほぼX= -10~-20 (cm)で，筋活動度は最小である。a 




y =30~40 (cm)では，Yの値が大きくなるほど筋活動度が大きくなり，Y =1~30 (cm)では，
逆lζ小さくなっている。
Z軸方向(第14図)
Z =60 (cm)を軸として，上位ほど筋活動度が小さく ，下位で大きい。a. 
Z =120 (cm)を墳として，上位では左大腿二頭筋が，下位では右大腿ニnJi筋が主として働く。b 
筋活動度Oの作業点個数(大腿二頭筋)
x (第12図) y (第13図)
CP思|右 |左 決ぎ|右|左 よ思|右|左
加 。2 210 37 20 
70 2 。 40 102 49 200 39 22 
ω 10 7 190 37 26 
ω 11 8 180 47 25 
40 31 33 30 101 12 170 48 26 
30 22 36 1ω 47 27 
20 16 44 150 43 30 
10 11 24 20 119 ロ8 140 40 30 。17 42 130 35 30 
-10 61 30 120 28 30 
-20 59 28 10 204 220 110 25 30 
-30 43 15 1∞ 16 29 
-40 42 28 90 12 28 
-50 27 40 80 12 25 
-60 35 28 70 8 20 
-70 38 14 
ω 5 2 
日 。。
-80 29 14 
40 2 。
-90 37 10 30 4 2 
-1∞ 21 7 20 11 5 
-110 13 。 10 10 8 



































































I~ 50 1∞ 
筋活動度Oの作業点の伺数











































































の線で閉まれZ =70-180 (cm) 
筋活動度o(一線)の範囲は，ほlまx= -30-10 (cm) • 























































































































Z =80~150 (cm)の線で固まれる。筋活動度 1 ~ 5 の範囲は， ほぽ x= -40~10 (cm) ， b 












( 12 ) 
勢をとる乙とが多く，
弓tn . 三宅 ・ 中西 ・ 両信:立位動作の~ßと筋活動 -57ー





z = 8O...14Ocm 
X=-30..... 10cm 




z= 1∞.. 130cm 
x=ー20...一10cm




z = 8O..150cm z = 9O..150cm 






___ Y ，n 
筋活動度___ .v 
。 Z= 120... 130cm 
W= 50cm 











( 13 ) 
5. 綜合的巧里美
a. 高さ(z)と，幅(X)からみると
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1. rzさ (Z)Iζ対して， もっとも小さい筋活動度の下限は，腰部をまげないで下方Iζ手が楽にと
どく位置であり，上限は，ほlま訂関節の位置にあたる。




以上がIl~ さ (Z) ，幅 (X)，奥行き (Y)について，筋活動度の最小の範凶を得たが，これは本
実験のために選び出した主要筋肉のみについてにすぎない。はなはだ常識的な結果である。そして経
( 15 ) 
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(6) 例えば 只S51∞4による家庭炊事用具の寸法の一例を示せば，高さ8Ocm，奥行5ト 46cmである。 1956年。
( 16 ) 
